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１ 

宇
多
津
町 

備
讃
瀬
戸
の
中
央
に
あ
り
、
大
束

だ
い
そ
く

川
の
河
口
に
開
け
た
古
代
か
ら
の
湊
で
す
。
地
名
の
起
源
は
大
化

の
改
新
（
６
４
５
）
で
鵜う

足た
り

郡
こ
お
り

と
公
称
さ
れ
、
船
の
停
泊
す
る
港
か
ら
「
鵜
足
津
」
と
な
っ
た
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。 

鎌
倉
～
室
町
時
代
に
瀬
戸
内
の
主
要
な
港
町
と
し
て
栄
え
、
讃
岐
の
政
治
・
経
済
の
拠
点
と
し
て
栄

え
ま
し
た
。
室
町
幕
府
３
代
将
軍
足
利
義
満
の
側
近
、
細
川
頼
之
が
こ
こ
に
住
ま
い
を
か
ま
え
た
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
戦
国
時
代
末
期
に
は
豊
臣
秀
吉
の
武
将
仙
石

せ
ん
ご
く

権
兵
衛

ご
ん
の
ひ
ょ
う
え

秀ひ
で

久ひ
さ

の
城
下
町
と
し
て
栄
え
、
江

戸
年
間
に
は
高
松
藩
領
と
し
て
明
治
維
新
ま
で
の
２
０
０
余
年
に
わ
た
り
藩
倉
が
置
か
れ
、
経
済
交
流

の
要
地
で
も
あ
り
ま
し
た
。 

明
治
初
期
か
ら
昭
和
４
６
年
（
１
９
７
１
）
ま
で
は
塩
づ
く
り
が
経
済
の
中
心
と
な
っ
て
い
ま
し
た

が
、
製
塩
技
術
の
革
新
と
塩
業
情
勢
の
変
化
で
塩
田
は
新
宇
多
津
都
市
へ
と
変
わ
り
ま
し
た
。
現
在
、

町
内
に
は
聖
通
寺
山
、
青
ノ
山
の
古
墳
群
の
ほ
か
、
鎌
倉
～
戦
国
時
代
に
創
建
さ
れ
た
寺
社
が
多
く
、

説
話
も
多
く
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
旧
市
街
地
に
は
、
往
時
を
偲
ば
せ
る
古
い
ま
ち
な
み
が
残
っ
て
お

り
、
門
前
町
・
港
町
、
そ
し
て
塩
の
町
と
し
て
栄
え
た
宇
多
津
町
の
歴
史
に
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 
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２ 

こ
め
っ
せ
宇
多
津 

宇
多
津
町
役
場
の
西
隣
に
位
置
し
、
農
協
の
米
蔵
だ
っ
た
建
物
を
昭
和
初
期
の
雰
囲
気
の
ま
ま
、
町

民
の
交
流
や
憩
い
の
場
、
ま
た
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
し
て
開
放
し
て
い
る
施
設
で
す
。 

天
井
が
高
い
た
め
、

空
間
が
広
く
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
場
所
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

      

３ 

宇
夫

う

ぶ

階 し
な

神
社 

祭
神 

大
己

お
お
む
な

貴ち

命
の
み
こ
と 

宇
多
津
町
の
西
端
、
青
ノ
山
北
麓
に
鎮
座
し
て
い
ま
す
。
旧
県
社
で
、
貞
観
６
年
（
８
６
４
）
宇
夫

志
奈
神
が
従
五
位
下
に
、
寛
平
３
年
（
８
９
１
）
に
は
従
五
位
上
と
な
っ
て
お
り
、
当
地
方
の
有
力
社

で
し
た
。
１
年
を
通
し
て
様
々
な
祭
事
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
中
で
も
１
０
月
に
行
な
わ
れ
る
秋

の
例
大
祭
は
、
町
内
外
か
ら
大
勢
の
人
が
集
ま
り
大
変
賑
わ
い
ま
す
。 

宇夫階神社  

こめっせ宇多津  
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社
殿
は
昭
和
４
８
年
（
１
９
７
３
）
火
災
に
よ
り
焼
失
し
、
昭
和
５
２
年
（
１
９
７
７
）
再
興
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
時
、
本
殿
は
伊
勢
神
宮
の
外
宮
第
一
別
宮
で
あ
る
多

賀
宮
御
正
殿
を
昭
和
５
１
年
（
１
９
７
６
）
に
復
元
造
営
し
た
も

の
で
す
。
現
在
、
国
の
登
録
有
形
文
化
財
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

社
殿
後
ろ
に
、
高
さ
５
．
５
ｍ
、
直
径
４
ｍ
、
重
量
３
０
０
ト
ン

を
越
す
巨
石
（
磐
境

い
わ
さ
か

）
が
あ
り
、
古
代
祭
祀
の
源
泉
を
な
す
も
の

と
言
わ
れ
、
毎
年
１
０
月
に
神
事
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。 

末
社
の
金
刀
比
羅
神
社
に
架
か
っ
て
い
る
絵
馬
「
網
の
浦
眺
望

青
野
山
真
景
図
」
に
は
安
政
２
年
（
１
８
５
５
）
の
町
並
み
が
描

か
れ
、
昔
の
賑
や
か
な
様
子
が
う
か
が
え
ま
す
。 

 ４ 

郷
照
寺 

四
国
８
８
箇
所
第
７
２
番
霊
場 

 

本
尊 

阿
弥
陀
如
来 

市
街
地
の
西
、
青
ノ
山
の
麓
に
在
り
、
眼
下
に
宇
多
津
の
町
が
望
め
ま
す
。
行
基
菩
薩
の
開
基
で
、
本

尊
の
阿
弥
陀
如
来
は
行
基
の
作
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
昔
か
ら
念
仏
の
寺
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
お

寺
の
名
前
も
道
場
寺
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
「
讃
岐
国
名
勝
図
会
」
に
よ
る
と
、
昔
は
天
台
宗
で
退

転
し
て
い
た
の
を
正
応
元
年
（
１
２
８
８
）
一
遍
が
再
興
し
て
時
宗
に
改
め
ま
し
た
。
再
び
退
廃
し

網の浦眺望青野山真景図  
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た
の
を
細
川
頼
之
が
永
和
３
年
（
１
３
７
７
）
に
再
興
し
た

と
あ
り
ま
す
。
「
金
毘
羅
参
詣
名
所
図
会
」
に
よ
る
と
、
本

堂
・
大
師
堂
・
庚
申
堂
・
茶
所
・
鐘
楼
・
本
坊
方
丈
が
あ
り
、

塩
飽
の
島
々
、
宇
多
津
の
船
泊
な
ど
眼
下
に
見
え
て
絶
景
と

あ
り
ま
す
。 

元
亀
、
天
正
の
兵
火
で
伽
藍
を
焼
失
し
ま
し
た
が
、
江
戸

時
代
に
入
り
、
高
松
藩
主
・
松
平
賴
重
に
よ
り
再
興
さ
れ
ま

し
た
。
県
指
定
文
化
財
の
木
造
阿
弥
陀
如
来
坐
像
（
昭
和
４

７
年
５
月
２
３
日
指
定
）
・
絹
本
著
色
釈
迦
三
尊
二
声
聞
図

（
昭
和
４
７
年
５
月
２
３
日
指
定
）
な
ど
多
く
の
文
化
財
が

保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。
郷
照
寺
は
時
宗
と
真
言
宗
の
２
宗
派
に
わ
た
る
寺
と
し
て
四
国
霊
場
８
８
箇
所
の

う
ち
で
も
唯
一
の
寺
で
す
。 

 ５ 

本
妙
寺 

本
尊 

日
蓮
自
筆
の
曼
荼
羅 

 

宝
徳
４
年
（
１
４
５
２
）
室
町
時
代
の
初
期
、
こ
の
地
に
布
教
に
来
ら
れ
た
京
都
本
能
寺
日
隆
聖
人
に

よ
り
、
弘
経
院
と
称
し
て
い
た
法
華
堂
に
寺
号
を
授
与
し
て
開
山
し
ま
し
た
。
讃
岐
に
お
い
て
は
、
鎌
倉

郷照寺から見た宇多津の町並み  
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末
期
に
創
建
さ
れ
た
高
瀬
の
本
門
寺
（
現
三
豊
市
）
に
続
く
日
蓮
派
寺

院
で
、
か
つ
て
城
郭
と
し
て
の
機
能
を
有
し
た
と
い
わ
れ
る
当
時
の
姿

を
偲
ぶ
こ
と
が
出
来
ま
す
。
樹
齢
３
５
０
年
以
上
と
い
わ
れ
る
ソ
テ
ツ

の
あ
る
庭
や
、
三
段
構
え
の
古
い
石
垣
が
残
り
、
日
隆
聖
人
の
手
掘
り

と
伝
え
ら
れ
る
鳳
凰
霊
水
の
井
戸
が
あ
り
ま
す
。 

 

６ 

西
光
寺 

本
尊 
阿
弥
陀
如
来 

大
束
川
の
西
岸
、
市
街
地
に
所
在
し
て
い
ま
す
。
西
光
寺
縁
起
に
よ
れ

ば
、
承
元
元
年
（
１
２
０
７
）
法
然
が
讃
岐
に
配
流
さ
れ
た
折
、
九
条
兹

実
は
こ
の
こ
と
を
嘆
き
近
衛
家
領
塩
飽
庄
預
所
で
あ
る
高
階
時
遠
入
道
西
忍
に
依
頼
し
、
法
然
を
守
護
さ

せ
ま
し
た
。
西
忍
は
宇
多
津
に
草
庵
を
建
て
、
寺
院
の
念
持
仏
の
阿
弥
陀
如
来
を
安
置
し
、
法
然
に
供
奉

し
ま
し
た
。
こ
の
庵
を
後
に
西
光
寺
と
称
し
ま
し
た
。
法
然
が
勅
命
に
よ
り
許
さ
れ
、
帰
京
す
る
際
に
弟

子
然
慶
が
寺
を
相
続
し
ま
し
た
。
そ
の
後
細
川
頼
之
が
本
堂
を
建
立
し
ま
し
た
が
、
戦
国
時
代
に
は
堂
塔

こ
と
ご
と
く
戦
火
に
遭
い
焼
失
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
天
文
８
年
（
１
５
３
９
年
）
本
願
寺
第
十
代
證
如

し
ょ
う
に
ょ

上

人
の
弟
子 

進
藤
向
専

こ
う
せ
ん

師
に
よ
っ
て
、
浄
土
宗
は
真
宗
に
改
め
ら
れ
、
大
阪
石
山
合
戦
で
は
本
願
寺
第
十
一

代
顕
如

け
ん
に
ょ

上
人
を
助
け
て
多
く
の
物
資
、
兵
糧
を
本
願
寺
に
送
り
ま
し
た
。 

本 妙 寺  
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７ 

倉
の
館
三
角
邸 

（
旧
堺
家
住
宅
）
国
登
録
有
形
文
化
財 

倉
の
館
三
角
邸
は
肥
料
商
で
あ
っ
た
堺
家
の
別
棟
で
、
昭
和
初
期
に
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
県
道
３
３
号

線
沿
い
に
あ
る
宇
多
津
町
役
場
の
す
ぐ
南
に
あ
り
、
周
囲
に
は
瓦
葺
の
塀
が
め
ぐ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
西

北
隅
に
三
角
屋
根
の
建
物
が
建
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
三
角
邸
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
贅
を

つ
く
し
た
こ
の
屋
敷
は
、
近
代
和
風
建
築
の
貴
重
な
存
在
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
平
成
８
年
（
１
９

６
６
）
建
物
は
宇
多
津
町
が
買
い
受
け
、
現
在
、
多
目
的
施
設
と
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

廊
下
や
天
井
、
ガ
ラ
ス
窓
な
ど
に
昭
和
初
期
の
懐
か
し
い
風
情
を
残
し
て
い
ま
す
。 

        

三 角 邸  
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８ 

宇
多
津
の
町
並
み 

宇
多
津
の
歴
史 

 
 

『
続 

宇
多
津
町
誌
』
（
２
０
１
０
年
１
０
月
発
行
）
所
収 

佐
藤
竜
馬
・
宮
本
昭
司
筆 

よ
り
抜
粋 

 

【
伊
勢
町
遺
跡
と
宇
多
津
の
中
世
遺
跡
】 

（
遺
跡
の
発
見
） 

昭
和
五
十
五
年
（
一
九
八
〇
）
六
月
、
伊
勢
町
の
町
道
水
主
町
本
町
線
で
行
わ
れ
て
い
た
下
水
道
工
事

で
、
中
世
の
遺
跡
が
発
見
さ
れ
た
。
工
事
で
生
じ
た
排
土
か
ら
偶
然
、
土
器
を
発
見
し
た
米
崎
旭
氏
は
、

「
全
体
的
に
ベ
ー
ジ
ュ
色
を
呈
す
る
砂
の
中
に
は
黒
茶
色
の
砂
が
混
じ
っ
て
お
り
、
そ
の
黒
茶
色
砂
に
中

背
土
器
が
含
ま
れ
て
い
た
」
と
回
顧
す
る
。
工
事
関
係
者
か
ら
は
、
「
標
高
の
低
い
北
側
か
ら
高
い
南
側
へ

ヒ
ュ
ー
ム
管
を
打
ち
込
ん
で
い
く
途
中
に
石
垣
の
よ
う
な
も
の
に
あ
た
り
、
そ
の
周
辺
に
は
中
世
土
器
ら

し
い
も
の
が
多
数
あ
っ
た
」
と
い
う
証
言
が
得
ら
れ
た
。
こ
れ
か
ら
、
「
石
垣
の
よ
う
な
も
の
」
の
北
側
に

砂
が
堆
積
し
て
お
り
、
そ
の
中
で
も
よ
ど
ん
だ
状
態
の
環
境
を
示
唆
す
る
「
黒
茶
色
の
砂
」
に
中
世
土
器

が
含
ま
れ
て
い
た
遺
跡
の
状
況
が
復
元
さ
れ
る
（
米
崎
旭
・
乗
松
真
也 

二
〇
〇
三
「
宇
多
津
町
伊
勢
町 

 
 

 

遺
跡
に
つ
い
て
」
『
香
川
史
』
第
三
〇
号
）
。 

翌
年
に
は
、
伊
勢
町
の
松
山
医
院
前
の
町
道
幸
町
倉
之
前
線
で
の
下
水
道
工
事
で
、
地
下
一
・
五
メ
ー

ト
ル
付
近
の
「
何
か
で
焼
か
れ
た
よ
う
に
赤
白
く
変
色
」
し
た
層
か
ら
、
「
高
さ
八
〇
～
三
〇
セ
ン
チ
く
ら
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い
の
大
小
の
ツ
ボ
型
土
器
」
二
点
と
と
も
に
金
銅
製
の
仏
像
が
出
土
し
た
（
武
田
和
昭 

一
九
八
七
『
四

国
の
金
銅
仏
』
）
。
こ
う
し
た
一
連
の
発
見
に
よ
り
、
発
見
場
所
の
伊
勢
町
・
水
主
町
・
鍛
冶
屋
町
・
今
市
・

本
町
・
山
下
一
帯
が
「
伊
勢
町
遺
跡
」
と
命
名
さ
れ
、
文
化
財
保
護
法
の
下
で
の
「
周
知
の
埋
蔵
文
化
財

包
蔵
地
」
（
工
事
を
行
う
際
に
は
発
掘
の
届
出
が
必
要
と
な
る
）
と
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
二
〇
〇
六
～
〇
八

年
に
旧
市
街
地
（
古
街
）
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
に
伴
い
、
再
び
調
査
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
地
下
に

埋
も
れ
た
歴
史
の
一
端
が
次
第
に
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。 

 

【
宇
多
津
在
郷
町
の
成
立
と
展
開
】 

（
役
所
と
し
て
の
宇
多
津
御
蔵
） 

平
山
城
下
町
が
建
設
さ
れ
、
お
そ
ら
く
途
上
で
廃
さ
れ
た
こ
ろ
は
、
大
束
川
河
口
を
は
さ
ん
で
西
に
対

峙
す
る
宇
多
津
の
町
は
、
中
世
後
半
の
状
況
の
ま
ま
で
存
続
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
生
駒
氏
が

高
松
・
丸
亀
に
城
下
町
を
建
設
す
る
よ
う
に
な
る
一
五
九
〇
～
一
六
〇
〇
年
代
に
は
、
浄
願
寺
（
高
松
へ
）

な
ど
、
両
城
下
町
へ
の
寺
院
の
移
転
が
相
次
い
だ
。
お
そ
ら
く
、
こ
れ
ら
寺
院
の
檀
家
と
し
て
の
住
民
の

移
住
も
行
わ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。 

こ
れ
よ
り
や
や
遅
れ
た
十
七
世
紀
前
半
～
中
頃
に
は
、
宇
多
津
は
プ
ラ
ン
を
一
変
さ
せ
て
近
世
都
市
へ

と
転
換
し
て
い
く
。
そ
の
具
体
的
な
建
設
過
程
は
不
明
だ
が
、
高
松
藩
の
米
蔵
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
が
大
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き
な
画
期
を
な
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
米
蔵
（
宇
多
津
御
蔵
）
資
料
上
の
初
見
は
、
安
永
七
年

（
一
七
七
八
『
高
松
藩
御
令
條
之
内
書
抜
』
四
七
八
）
ま
で
下
る
が
、
既
に
承
応
元
年
（
一
六
五
二
）
に

は
大
内
郡
吉
田
村
（
現
東
か
が
わ
市
引
田
）
の
高
松
藩
の
米
蔵
が
焼
失
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
（
『
高
松

藩
御
令
條
之
内
書
抜
』
五
八
）
た
め
、
こ
の
頃
ま
で
に
は
宇
多
津
御
蔵
も
設
置
さ
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ

る
。 宇

多
津
御
蔵
は
、
高
松
藩
領
の
西
部
に
あ
た
る
那
珂
郡
・
鵜
足
郡
、
そ
し
て
綾
南
条
郡
五
か
村
（
羽
庆

上
・
羽
庆
下
・
羽
庆
北
・
小
野
・
滝
宮
の
各
村
）
の
年
貢
米
約
二
万
石
を
集
積
・
収
納
し
、
一
部
は
大
阪

へ
回
漕
し
て
換
金
さ
れ
て
い
た
。
高
松
藩
内
で
は
高
松
城
の
米
倉
に
次
ぎ
、
全
体
の
約
約
二
五
パ
ー
セ
ン

ト
の
年
貢
米
を
取
り
扱
っ
て
お
り
、
武
士
身
分
の
蔵
番
の
人
数
も
東
讃
の
志
度
・
鶴
羽
・
三
本
松
・
引
田

の
各
蔵
が
一
名
で
あ
る
の
に
対
し
、
宇
多
津
は
二
名
と
な
っ
て
い
た
（
「
高
松
藩
分
限
帳
」
、
天
明
七
年
、

一
七
八
七
）
。
蔵
番
の
下
に
は
宇
多
津
村
内
か
ら
任
命
さ
れ
た
蔵
組
頭
が
お
り
、
さ
ら
に
そ
の
下
に
収
納
事

務
を
補
助
す
る
手
代
が
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
敷
地
は
、
現
在
の
町
役
場
に
ほ
ぼ
踏
襲
さ
れ
て
お
り
、

明
治
初
期
の
地
籍
図
（
「
字
網
之
浦
、
字
塩
浜
」
宇
夫
階
神
社
所
蔵
）
に
よ
る
と
、
一
辺
約
七
〇
メ
ー
ト
ル

の
正
方
形
プ
ラ
ン
で
、
周
囲
に
幅
七
～
八
メ
ー
ト
ル
の
堀
を
巡
ら
せ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
敷
地
の
南

辺
中
央
が
土
橋
の
出
入
り
口
で
、
そ
の
両
側
の
堀
は
食
い
違
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
お
そ
ら
く
敷
地
内
へ
は

直
進
で
き
な
い
よ
う
に
折
れ
を
伴
っ
た
門
（
番
所
）
が
お
か
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
安
政
三



 

10 

年
（
一
八
五
六
）
の
宇
夫
階
神
社
絵
馬
に
は
、
敷
地
内
に
四
棟
の
南
北
に
長
い
土
蔵
が
並
列
し
て
い
る
様

子
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
東
讃
の
米
蔵
よ
り
も
格
段
に
大
き
な
敷
地
と
、
防
御
性
に
優
れ
た

施
設
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
り
、
平
城
的
な
要
素
が
強
く
認
め
ら
れ
る
。 

 

（
江
戸
時
代
前
期
の
都
市
プ
ラ
ン
） 

 

延
享
二
年
（
一
七
四
五
）
頃
の
市
街
地
改
造
以
前
の
宇
多
津
は
、
中
世
と
同
様
に
浜
町
や
伊
勢
町
ま
で

大
き
く
湾
入
す
る
海
岸
線
と
、
平
山
方
面
に
直
進
す
る
大
束
川
河
口
部
が
、
地
形
的
な
枠
組
み
を
な
し
て

い
た
。
藩
米
蔵
は
大
束
川
と
鴨
田
川
が
形
成
し
た
、
海
側
に
大
き
く
突
き
出
す
砂
州
の
先
端
に
位
置
す
る

こ
と
に
な
る
。 

 

こ
の
米
蔵
の
南
側
に
、
町
が
広
が
る
。
町
割
り
は
東
西
に
方
面
に
延
び
る
丸
亀
街
道
と
、
米
蔵
か
ら
南

下
し
て
津
之
郷
や
金
毘
羅
村
へ
至
る
南
北
方
向
の
街
路
を
機
軸
と
し
て
、
こ
れ
ら
が
交
差
す
る
市
街
地
中

心
部
で
は
複
数
の
街
路
が
組
み
合
わ
さ
り
街
区
を
形
成
し
て
い
る
。
街
区
の
形
成
年
代
に
つ
い
て
は
、
一

つ
の
街
区
を
占
有
す
る
西
光
寺
が
元
和
六
年
（
一
六
二
〇
）
に
消
失
し
、
寛
永
十
年
（
一
六
三
三
）
に
再

建
さ
れ
た
と
さ
れ
る
（
『
讃
岐
国
名
勝
図
会
』
）
こ
と
か
ら
、
そ
の
一
端
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

な
お
、
街
路
に
は
、
食
い
違
っ
て
交
差
し
た
り
、
Ｔ
字
形
に
ぶ
つ
か
っ
た
り
し
て
い
る
箇
所
が
あ
り
、
意

図
的
に
こ
う
し
た
形
状
に
造
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
城
下
町
同
様
の
街
路
の
あ
り
方
は
、
政
庁
と
し
て
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の
米
蔵
を
防
御
す
る
た
め
の
工
夫
と
い
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。 

 
街
区
の
内
部
は
、
中
央
に
通
る
背
割
り
溝
（
排
水
路
）
で
二
文
さ
れ
、
街
路
に
面
し
て
狭
い
間
口
を
設

け
る
短
冊
形
地
割
り
に
細
分
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
街
路
を
は
さ
ん
で
向
か
い
合
う
町
家
群
が
、
一
つ
の

住
民
組
織
で
あ
る
町
を
形
成
し
て
い
た
。
江
戸
前
期
の
町
名
を
直
接
示
す
資
料
は
な
い
が
、
十
八
世
紀
の

市
街
地
改
造
に
よ
り
成
立
し
た
町
（
新
町
・
浜
町
・
田
町
）
は
既
存
の
町
の
外
側
に
後
付
け
的
に
存
在
す

る
た
め
、
現
在
も
自
治
会
名
と
し
て
残
る
中
心
市
街
地
の
町
名
は
十
七
世
紀
ま
で
遡
る
も
の
と
見
て
問
題

な
い
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
本
町
・
今
市
・
伊
勢
町
・
鍛
冶
屋
町
・
水
主
町
・
倉
之
前
・
浦
町
・
大
門
・

西
町
の
九
町
で
あ
る
。
三
で
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
う
ち
西
町
と
鍛
冶
屋
町
は
、
中
世
に
存
在
し
た
地
域

単
位
が
継
承
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

米
蔵
の
南
側
に
延
び
る
二
本
の
街
路
の
う
ち
、
海
岸
線
に
近
い
通
り
の
両
側
が
水
主
町
で
あ
り
、
そ
の

南
側
が
伊
勢
町
で
あ
る
。
伊
勢
町
か
ら
鍛
冶
屋
町
・
本
町
付
近
で
は
伊
勢
町
遺
跡
の
発
掘
で
、
江
戸
時
代

前
期
に
か
け
て
の
整
地
層
が
検
出
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
直
前
の
火
災
の
痕
跡
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。
西
光

寺
を
消
失
さ
せ
た
火
災
を
契
機
に
、
町
割
り
が
行
な
わ
れ
た
可
能
性
を
示
す
。
町
名
と
立
地
か
ら
、
水
主

町
に
は
港
湾
施
設
に
隣
接
し
た
運
送
業
者
（
船
頭
）
が
存
在
し
、
伊
勢
町
に
は
荷
揚
げ
さ
れ
た
物
資
を
取

り
扱
う
商
人
が
存
在
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
南
側
に
は
市
（
今
市
）
や
手
工
業
者
の
工
房
（
鍛

冶
屋
町
）
が
あ
り
、
さ
ら
に
南
側
の
市
街
地
中
心
部
に
町
全
体
の
運
営
に
関
わ
る
自
立
し
た
住
民
が
住
ま
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う
本
町
が
あ
る
、
と
い
う
状
況
が
復
原
で
き
よ
う
。
な
お
、
本
町
東
側
の
浦
町
は
、
中
世
以
来
の
流
通
関

係
者
が
居
住
し
て
い
た
可
能
性
と
、
高
松
藩
に
よ
っ
て
把
握
さ
れ
て
い
た
宇
多
津
の
村
（
宇
多
津
村
）
と

し
て
の
側
面
と
、
浦
（
宇
多
津
浦
）
と
し
て
の
側
面
の
二
面
性
を
反
映
す
る
町
名
で
あ
る
可
能
性
が
考
え

ら
れ
る
。 

 

町
の
外
縁
に
は
、
こ
れ
を
取
り
巻
く
よ
う
に
寺
社
が
展
開
す
る
。
江
戸
時
代
に
な
り
再
興
さ
れ
た
西
光

寺
・
浄
泉
寺
・
圓
通
寺
や
い
く
つ
か
の
廃
寺
を
除
き
、
中
世
以
来
、
ほ
ぼ
現
在
の
位
置
に
あ
っ
た
よ
う
で

あ
り
、
町
割
り
に
伴
っ
て
境
内
の
位
置
が
変
更
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
領
主
に
よ
る
寺
領
の
寄
進

も
生
駒
親
正
の
時
代
か
ら
行
な
わ
れ
て
お
り
、
町
割
り
施
行
以
前
か
ら
保
護
・
統
制
が
加
え
ら
れ
て
き
た
。

寛
永
・
承
応
期
の
施
行
の
可
能
性
を
持
つ
の
は
、
堅
固
な
作
り
に
境
内
を
改
造
し
た
点
で
あ
る
。
神
宮
寺

（
宇
夫
階
神
社
境
内
）・
本
妙
寺
・
郷
照
寺
は
元
来
が
町
背
後
の
高
台
に
あ
っ
た
が
、
町
側
の
崖
面
に
高
石

垣
を
築
き
、
そ
の
上
の
土
塀
に
銃
眼
（
鉄
砲
狭
間
）
を
開
け
て
い
る
様
子
が
、
前
期
の
宇
夫
階
神
社
絵
馬

に
描
写
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
同
絵
馬
で
は
、
再
興
さ
れ
た
西
光
寺
の
周
囲
に
堀
が
巡

り
、
銃
眼
を
持
つ
土
塀
が
描
か
れ
て
お
り
、
後
世
の
改
修
を
経
な
が
ら
現
在
で
も
土
塀
の
銃
眼
は
見
る
こ

と
が
で
き
る
。 

 

以
上
ま
と
め
る
と
、
江
戸
時
代
前
期
の
宇
多
津
の
町
割
り
は
、
高
松
藩
米
蔵
を
城
郭
同
様
の
政
治
・
経

済
的
求
心
力
と
し
、
街
路
と
寺
院
に
よ
る
町
お
よ
び
米
蔵
の
防
御
が
計
ら
れ
る
形
で
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
さ
れ
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た
と
言
え
る
。
そ
の
建
設
時
期
は
、
一
六
三
〇
～
一
六
五
〇
年
頃
（
寛
永
期
後
半
～
慶
安
期
）
と
考
え
ら

れ
、
特
に
宇
多
津
が
高
松
藩
の
西
の
押
さ
え
と
し
た
重
要
な
意
味
を
持
ち
始
め
た
寛
永
十
九
年
（
一
六
四

二
）
以
降
が
大
き
な
画
期
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

こ
の
時
期
、
入
封
し
た
ば
か
り
の
高
松
初
代
藩
主
・
松
平
賴
重
は
、
頻
繁
に
金
毘
羅
参
詣
を
行
っ
て
い

る
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
高
松
城
か
ら
船
で
宇
多
津
に
入
り
、
宇
多
津
で
休
息
か
滞
在
し
て
陸
路
金
毘
羅

宮
に
向
か
う
、
と
言
う
行
動
を
取
っ
て
い
る
（
「
英
公
実
録
」
）
。
同
じ
時
期
、
賴
重
は
頻
繁
に
「
舟
遊
」
し

て
備
讃
海
峡
の
み
な
ら
ず
、
鳴
門
（
阿
波
）
や
小
倉
（
豊
前
）
に
ま
で
巡
航
し
て
お
り
、
そ
の
背
景
に
領

地
周
辺
と
、
よ
り
広
域
な
瀬
戸
内
海
沿
岸
の
巡
視
と
言
う
意
味
合
い
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
御
厨
義
道 

二

〇
〇
五
「
高
松
藩
主
の
『
舟
遊
』
に
つ
い
て
」『
調
査
研
究
報
告
』
第
１
号
、
香
川
県
歴
史
資
料
館
博
物
館
）
。

宇
多
津
の
町
割
り
の
整
備
も
、
そ
の
よ
う
な
歴
史
的
脈
絡
の
中
で
評
価
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。 

 

（
江
戸
時
代
中
期
の
町
割
り
改
造
） 

 

延
享
二
年
（
一
七
四
五
）
に
完
成
し
た
古
浜

こ

は

ま

塩
田
の
造
成
と
新
田
開
発
に
よ
っ
て
宇
多
津
の
町
割
り
は

大
き
く
変
化
し
た
。
古
浜
塩
田
（
垂
水
新
開
）
は
、
宇
多
津
か
ら
は
旧
金
毘
羅
街
道
で
つ
な
が
る
那
珂
郡

垂
水
村
の
豪
商
・
今
田
八
五
郎
が
、
延
享
元
年
（
一
七
四
四
）
か
ら
建
設
に
着
手
し
た
、
本
格
的
な
入
浜

式
塩
田
で
あ
る
。
ま
た
新
田
（
天
野
新
開
）
は
、
宇
多
津
の
天
野
吉
太
夫
が
手
が
け
た
町
人
請
負
新
田
で
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あ
り
、
宇
多
津
と
平
山
と
の
間
の
干
潟
三
〇
町
歩
を
開
発
し
た
。
と
も
に
『
宇
多
津
町
史
』
『
新
宇
多
津
町

誌
』
に
記
載
が
見
ら
れ
る
が
、
出
典
と
な
っ
た
原
史
料
が
示
さ
れ
て
い
な
い
た
め
に
、
そ
の
詳
細
を
知
る

こ
と
は
で
き
な
い
の
が
残
念
で
あ
る
。 

 

こ
の
開
発
に
よ
り
生
じ
た
地
形
の
変
化
は
、
①
干
拓
に
よ
る
新
田
開
発
の
た
め
、
大
束
川
の
河
口
部
が

西
へ
折
れ
曲
が
り
、
鴨
田
川
と
合
流
す
る
現
在
の
流
れ
に
付
け
替
え
ら
れ
た
、
②
古
浜
塩
田
が
そ
れ
ま
で

の
入
江
を
ふ
さ
ぐ
形
に
な
っ
た
た
め
、
入
江
が
締
め
切
ら
れ
て
新
た
な
港
湾
空
間
が
創
出
さ
れ
た
、
と
い

う
二
点
が
あ
る
。
①
に
よ
り
大
束
川
新
河
口
の
東
側
に
新
町
が
成
立
し
、
②
に
よ
り
締
め
切
り
堤
防
上
に

浜
町
が
成
立
し
た
。
と
も
に
一
本
の
街
路
の
両
側
町
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
宅
地
の
奥
行
き
が
一
定

で
、
宅
地
の
背
面
に
連
続
的
な
石
積
み
が
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
、
町
単
位
で
行
わ
れ
た
人
工
的
な
土
地
造

成
の
痕
跡
が
明
瞭
に
表
れ
て
い
る
。
同
じ
く
一
本
の
外
路
の
両
側
町
で
も
、
先
行
す
る
西
町
・
大
門
で
は

宅
地
の
奥
行
き
が
ま
ば
ら
な
こ
と
か
ら
、
新
た
な
町
作
り
に
均
質
的
な
施
工
原
理
が
よ
り
強
く
働
い
て
い

る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
と
こ
ろ
で
町
の
南
端
の
田
町
は
、
浜
町
・
新
町
と
同
様
な
宅
地
割
が
観
察
で
き

る
た
め
、
や
は
り
十
八
世
紀
頃
に
遅
れ
て
町
割
り
を
成
立
さ
せ
た
可
能
性
が
あ
る
。 

 

浜
町
・
新
町
の
成
立
は
、
江
戸
前
期
の
宇
多
津
御
蔵
を
中
心
と
し
た
城
下
町
的
な
町
の
構
成
を
、
大
き

く
変
容
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
特
に
浜
町
は
、
米
蔵
の
西
側
で
東
西
に
長
く
延
び
て
お
り
、
古
浜
塩
田

と
の
間
に
新
た
に
作
り
出
さ
れ
た
堀
割
状
の
宇
多
津
湛た

ん

甫ぽ

（
港
）
に
直
接
面
し
た
片
側
町
で
あ
る
こ
と
が
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大
き
な
特
徴
で
あ
る
。
宇
夫
階
神
社
絵
馬
や
『
讃
岐
国
名
勝
図
会
』
で
は
、
こ
こ
に
小
舟
が
直
接
接
岸
し

て
荷
揚
げ
も
し
く
は
荷
積
み
し
て
い
る
情
景
が
描
か
れ
て
お
り
、
湛
甫
が
埋
め
立
て
ら
れ
る
一
九
八
〇
年

代
ま
で
は
岸
壁
を
階
段
状
に
し
た
雁
木
が
遺
存
し
て
い
た
。
こ
こ
に
、
公
的
な
荷
揚
げ
場
（
宇
夫
階
神
社

所
蔵
地
籍
図
）
を
も
つ
宇
多
津
御
蔵
と
塩
田
に
よ
る
秩
序
と
は
異
な
る
、
住
民
に
開
か
れ
た
水
辺
空
間
の

特
徴
が
よ
く
表
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
内
容
を
持
つ
浜
町
の
出
現
は
、
①
そ
れ
ま
で
の
米
蔵
を
中
心
に
し

た
求
心
的
な
町
割
り
を
水
平
的
な
も
の
に
す
る
、
町
の
空
間
序
列
の
変
化
、
②
水
主
町
・
伊
勢
町
な
ど
の

港
湾
に
か
か
わ
る
エ
リ
ア
の
機
能
を
吸
収
す
る
、
場
の
役
割
の
変
化
、
と
い
う
二
つ
の
変
化
を
も
た
ら
し

た
。
大
束
川
に
架
か
る
新
町
橋
橋
詰
め
、
ま
た
湛
甫
の
出
入
り
口
に
あ
た
る
海
岸
町
の
砂
州
、
の
二
か
所

に
も
船
着
き
場
が
あ
り
、
規
模
は
小
さ
い
が
②
の
変
化
を
担
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

 

こ
う
し
た
都
市
改
造
が
、
村
内
や
近
郊
の
有
力
者
の
主
導
で
行
わ
れ
て
き
た
背
景
に
、
十
七
世
紀
か
ら

蓄
積
さ
れ
て
き
た
経
済
力
と
、
そ
れ
に
連
な
る
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
う
か
が
え
る
。 

 

（
町 
 

屋
） 

町
割
り
を
立
体
的
に
構
成
し
、
人
々
の
生
活
や
経
済
活
動
を
育
ん
だ
都
市
建
築
が
、
町
屋
で
あ
る
。
短

冊
形
の
宅
地
の
表
（
街
路
）
側
に
、
間
口
一
杯
の
主
屋
を
建
て
、
そ
の
後
ろ
側
に
中
庭
を
は
さ
み
離
れ
や

土
蔵
を
詰
め
こ
む
の
が
通
常
で
あ
り
、
広
い
敷
地
の
奥
側
に
ゆ
っ
た
り
と
主
屋
や
納
屋
を
構
え
る
農
家
と
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は
異
な
る
。
間
口
は
三
～
四
間
が
多
い
が
、
大
型
の
も
の
に
な
る
と
一
〇
間
を
超
え
る
。
宇
多
津
の
旧
市

街
地
に
は
、
平
成
十
六
年
（
二
〇
〇
四
）
度
の
調
査
で
二
八
八
棟
の
町
家
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
年
代
別

に
見
る
と
江
戸
時
代
六
棟
、
明
治
時
代
四
一
棟
、
大
正
時
代
六
三
棟
、
昭
和
戦
前
期
一
七
八
棟
と
な
る
。 

 

建
築
年
代
が
判
明
し
て
い
る
江
戸
時
代
の
町
屋
と
し
て
、
文
政
十
年
（
一
八
二
七
）
の
棟
札
が
残
る
新

町
・
綾
田
邸
が
あ
る
。
浦
町
の
豊
嶋

と

し

ま

邸
や
、
近
年
解
体
さ
れ
た
新
町
・
久
住

く

す

み

邸
は
、
十
九
世
紀
前
半
に
建

て
ら
れ
た
と
推
測
さ
れ
、
倉
之
前
・
前
川
邸
は
一
九
世
紀
中
頃
～
後
半
に
建
て
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら
は
大
型
の
町
屋
で
あ
り
、
造
作
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
良
好
な
状
態
で
残

っ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
二
階
の
立
ち
が
低
い
中
二
階
（
つ
し
二
階
）
で
あ
り
、
装
飾
的
で
は

な
い
簡
素
な
表
構
え
で
あ
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
綾
田
邸
や
豊
嶋
邸
で
は
、
軒
の
出
が
短
い
古
い
形
態

を
と
ど
め
る
が
、
久
住
邸
で
は
出
桁
と
な
っ
て
お
り
、
明
治
時
代
の
町
屋
は
ほ
と
ん
ど
が
出
桁
と
な
る
。

な
お
、
宇
多
津
の
町
屋
の
特
徴
と
し
て
「
ぶ
ち
ょ
う
造
」
と
呼
ば
れ
る
建
具
の
工
夫
が
あ
げ
ら
れ
る
こ
と

が
あ
る
が
、
こ
れ
は
造
り
付
け
で
収
納
で
き
る
、
い
わ
ゆ
る
庆
机

し
ょ
う
ぎ

の
こ
と
で
あ
る
。 

 

主
屋
の
間
取
り
は
、
片
側
三
分
の
一
程
度
を
中
庭
に
通
じ
る
通
り
土
間
と
し
て
、
そ
こ
に

竈
か
ま
ど

（
ク
ド
）

や
流
し
を
置
き
、
残
り
三
分
の
二
を
前
後
に
部
屋
（
ミ
セ
・
ザ
シ
キ
）
が
連
な
る
居
室
と
し
て
い
る
の
が

通
例
で
あ
る
。
本
来
は
、
前
側
の
部
屋
を
店
舗
空
間
と
し
て
使
用
し
て
お
り
、
表
側
を
全
面
的
に
開
放
し

て
い
た
が
、
次
第
に
土
壁
を
塗
り
、
格
子
窓
を
は
め
込
む
固
定
的
な
表
構
え
（
仕
舞
屋
）
に
な
っ
て
い
く
。
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間
口
の
広
い
町
屋
の
場
合
は
、
居
室
が
田
の
字
形
に
四
室
な
い
し
六
室
あ
り
、
周
囲
に
広
縁
が
巡
る
。 

 
と
こ
ろ
で
宇
夫
階
神
社
絵
馬
で
は
、
町
屋
の
表
現
に
二
つ
の
パ
タ
ー
ン
が
あ
る
こ
と
に
気
付
く
。
一
つ

は
中
二
階
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
も
の
で
、
浜
町
・
鍛
冶
屋
町
・
今
市
・
新
町
に
見
ら
れ
る
。
も
う
一
つ

は
平
屋
と
し
て
描
い
て
い
る
も
の
で
、
そ
の
他
の
町
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
描
写
は
類

型
的
で
あ
り
、
写
実
と
は
異
な
る
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
た
方
が
よ
い
で
あ
ろ
う
。
お
そ
ら
く 

 
 

 
 

こ
の
描
写
は
、
絵
馬
が
描
か
れ
た
一
八
五
〇
年
代
の
町
の
賑
わ
い
を
表
し
て
お
り
、
二
階
建
て
が
集
中 

 
 

す
る
町
に
商
家
が
櫛
比
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。 

江
戸
時
代
に
は
、
藩
や
町
の
規
制
が
働
き
統
一
し
た
町
並
み
を
な
し
て
い
た
が
、
明
治
中
期
以
降
に
な

る
と
表
構
え
に
装
飾
的
な
要
素
（
卯う

建だ
つ

・
海
鼠
壁

な

ま

こ

か

べ

・
持
ち
送
り
彫
刻
）
が
持
ち
込
ま
れ
る
よ
う
に
な
る
。

ま
た
出
桁
が
長
く
延
び
て
軒
が
深
く
な
り
、
街
区
の
隅
に
あ
る
町
屋
の
屋
根
は
技
巧
的
な
入
母
屋
造
り
と

な
り
、
趣
向
が
凝
ら
さ
れ
る
。
町
屋
の
形
式
を
取
る
建
築
は
、
最
終
的
に
は
戦
後
ま
で
継
続
し
て
お
り
、

年
代
の
判
明
す
る
も
の
と
し
て
は
昭
和
二
六
年
（
一
九
五
一
）
の
本
町
・
嶋
岡
邸
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
屋

根
裏
の
小
屋
組
が
太
い
梁
を
使
う
伝
統
的
な
和
小
屋
組
で
は
な
く
、
細
身
の
角
材
を
合
理
的
に
組
み
合
わ

せ
る
洋
式
の
キ
ン
グ
ポ
ス
ト
・
ト
ラ
ス
ト
と
な
っ
て
お
り
、
町
屋
の
行
き
着
い
た
姿
を
示
し
て
い
る
。 

こ
う
し
た
町
屋
は
、
宇
多
津
村
内
の
大
工
（
町
屋
大
工
）
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
。
代
表
的
な
存
在
と

し
て
は
、
江
戸
後
期
に
塩
飽
大
工
（
寺
社
建
築
を
主
と
す
る
）
か
ら
転
身
し
た
三
浦
氏
（
本
町
・
三
浦
建
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築
設
計
の
前
身
）
が
あ
る
。
明
治
時
代
を
中
心
に
活
動
し
た
三
浦
文
太
郎
は
善
通
寺
の
陸
軍
第
一
一
師
団

建
設
（
明
治
三
十
年
・
一
八
九
七
年
前
後
）
に
参
加
し
て
先
進
的
な
技
術
を
学
ん
だ
後
、
水
主
町
の
久
住

邸
を
手
が
け
、
重
厚
な
外
観
と
坪
庭
風
の
土
間
、
二
階
居
室
に
洋
間
を
備
え
る
と
い
っ
た
斬
新
な
試
み
を

盛
り
込
ん
だ
、
珠
玉
の
作
品
を
生
み
出
し
て
い
る
。
そ
の
孫
の
数
一
は
、
戦
後
の
宇
多
津
塩
田
の
施
設
や

鉄
骨
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
住
宅
（
今
市
・
田
中
邸
）
な
ど
を
手
が
け
、
新
た
な
建
築
工
法
と
デ
ザ
イ
ン
を

も
た
ら
し
た
。 

 

【
公
道
の
拡
幅
】 

満
州
事
変
以
来
、
大
陸
で
の
戦
争
遂
行
の
た
め
準
戦
時
体
制
が
敷
か
れ
、
様
々
な
分
野
で
戦
争
協
力
を

目
的
と
し
た
対
策
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
社
会
全
体
が
、
物
心
両
面
で
総
力
戦
に
向
け
て
動
き
出

し
て
い
た
の
で
あ
る
。 

 

そ
の
一
つ
の
現
れ
と
し
て
、
宇
多
津
で
は
公
道
の
拡
幅
が
行
わ
れ
た
。
当
時
、
歩
兵
一
二
連
隊
の
置
か

れ
た
丸
亀
と
県
都
高
松
を
結
ぶ
道
路
は
、
宇
多
津
市
街
地
を
抜
け
る
旧
丸
亀
街
道
（
当
時
は
国
道
二
三
号
）

の
ほ
ぼ
一
本
に
限
ら
れ
て
い
た
た
め
、
こ
の
道
路
に
戦
車
な
ど
の
軍
用
車
輛
の
走
行
が
で
き
る
よ
う
に
す

る
こ
と
が
目
的
だ
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
も
ち
ろ
ん
、
軍
用
道
路
化
が
目
的
で
は
な
く
、
総

戦
力
を
支
え
る
物
資
輸
送
の
手
段
と
し
て
自
動
車
が
重
視
さ
れ
、
そ
の
ス
ム
ー
ズ
な
通
行
の
た
め
に
拡
幅
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さ
れ
た
と
見
て
お
く
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
拡
幅
の
具
体
的
な
方
法
と
し
て
は
、
丸
亀
街
道
に
面
し
て
主

屋
を
連
ね
る
町
家
の
庅
（
下
屋
）
を
短
く
切
り
落
と
し
、
車
両
の
通
行
可
能
な
幅
員
を
確
保
す
る
と
い
う

も
の
で
あ
っ
た
。
今
市
の
粟
井
邸
な
ど
、
現
在
で
も
切
り
落
と
さ
れ
た
庅
は
数
件
の
町
家
で
見
る
こ
と
が

で
き
る
。
対
象
と
な
っ
た
地
域
は
、
横
町
・
西
町
・
鍛
冶
屋
町
・
今
市
で
あ
り
、
新
町
は
幅
員
が
確
保
で

き
る
と
判
断
さ
れ
た
の
か
、
行
わ
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
手
順
は
、
①
ま
ず
幅
員
に
必
要
な
土
地
を
町
家
所

有
者
と
同
一
名
義
で
分
筆
さ
せ
、
②
次
に
分
筆
さ
れ
た
土
地
を
内
務
省
が
取
得
す
る
、
と
い
う
形
が
採
ら

れ
た
。
①
段
階
は
、
昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）
十
二
月
に
始
ま
り
、
相
続
に
伴
う
権
利
移
転
を
除
き
翌

年
の
九
月
に
終
え
て
い
る
。
ま
た
②
段
階
は
、
昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
六
月
に
始
ま
り
、
昭
和
十
五

年
（
一
九
四
〇
）
三
月
に
終
え
て
い
る
。
な
お
、
①
段
階
の
み
で
②
段
階
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
土
地
も
か

な
り
あ
り
、
内
務
省
に
よ
る
一
元
的
な
道
路
の
掌
握
が
完
了
し
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。 

 

庅
の
下
は
、
町
家
と
街
路
と
の
境
界
部
分
に
あ
た
り
所
有
関
係
の
未
分
化
な
場
所
で
あ
っ
た
。
例
え
ば

近
世
の
江
戸
で
は
、
庅
下
に
仮
設
的
な
売
り
場
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
振
売
な
ど
店
舗
を
も
た
な
い
商
人

た
ち
は
そ
こ
を
借
り
て
商
売
を
行
っ
て
い
る
。
通
常
、
道
路
は
公
有
地
で
あ
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
こ
れ

は
公
共
空
間
と
私
的
空
間
の
せ
め
ぎ
合
い
（
相
互
進
出
）
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
近
世
の
都
市
社
会

で
は
こ
の
曖
昧
さ
が
前
提
と
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
近
代
に
な
っ
て
も
そ
う
し
た
慣
行
が

残
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
準
戦
時
体
制
を
契
機
に
地
域
に
対
し
て
国
家
が
明
瞭
な
線
引
き
を
求
め
た
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の
が
、
幅
員
拡
幅
事
業
と
評
価
で
き
る
。
②
段
階
が
容
易
に
進
ま
な
か
っ
た
の
は
、
近
世
以
来
の
庅
に
対 

す
る
慣
行
や
認
識
が
、
な
お
根
強
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

以
上
の
よ
う
に
、
明
治
か
ら
昭
和
初
期
の
宇
多
津
は
、
兵
士
を
送
り
出
し
、
戦
地
へ
手
紙
や
慰
門
袋
を

送
り
、
戦
没
者
を
慰
霊
し
、
そ
し
て
街
路
の
拡
幅
に
協
力
し
た
。
空
襲
に
こ
そ
遭
わ
な
か
っ
た
が
、
戦
争

と
は
決
し
て
無
関
係
で
は
な
く
、
町
内
各
所
に
そ
の
痕
跡
を
と
ど
め
て
い
る
の
で
あ
る
。 
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ＪＲ 高松駅行き １１月２８日（日） 

宇多津駅      高松駅  

１２：０８ → １２：３２  

１２：３８ → １３：０１  

１３：１０ → １３：３１ 

 

ことでん（長尾線）高田行き １２月１９日（日） 

高 松    瓦 町    高 田     

８：２０ → ８：２５ → ８：４２  

８：４１ → ８：４６ → ９：０５  

８：５３ → ８：５７ → ９：１５  

次回のふるさと探訪は・・・・  

 テ  －  マ 高田から池戸へ長尾線沿線を歩く  

 と  き 平成２２年１２月１９日（日）  

      ９：３０～１２：００  

 集合場所 ことでん高田駅（解散はことでん農学部前の予定） 

 講  師 千葉 幸伸（三木町文化財保護審議会委員）  

広報「たかまつ」１２月１日号に開催案内を掲載しますので、

ご覧ください。  

※天候等により中止の場合のみ文化財課（℡８３９－２６６０

「午前７時～開始時間まで」）でお知らせします。（電話が通じな

い場合は、「実施」です。）  
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「ふるさと探訪」に  

参加される皆様へ  

 

※ 参加中は、次のことに充分留意し、  

 安全で意義のある探訪としましょう。  

 

１ 交通ルールを守り、交通安全を心がけましょ

う。  

（必ず、歩道を歩き、歩道が無いところでは、道

路の端を一列で歩きましょう。）  

 

２ 無理をせず、体調には十分気をつけましょう。  

 

３ 引率者の指示に従い、整然と行動しましょう。  

 

４ マナーを守り、他人に迷惑がかからないよう気

をつけましょう。  

 

５ 文化財や自然を大切にしましょう。  


